
ます。教室以外の週３回の自主作業日に手入れに来る

熱心な方も多く、園芸科学科の皆さんとの交流も深ま

り、互いに良い刺激となっています。

　10月25日㈯に丹原高校で共同開催する菊花展では、
この教室の成果を含む力作を展示する予定であり、市

役所本庁と各総合支所にも大懸崖菊を披露できるよう

頑張っています。菊薫る候、ぜひご鑑賞ください。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

地元の若い力で地域おこし
～中山川のいもたき～

　実りの秋、読書の秋、そして食欲の秋。お鍋の恋し

い季節になってきました。河原に赤い提灯が灯る伊予

西条の秋の風物詩「いもたき」。雨天を気にせず楽し

めるのが、中山川のいもたきです。

　中山川のいもたきは、平成25年に地域活性化の一環

で、地元の若い世代に受け継がれました。スタッフは

20代から30代の若者たち。開催前にはスタッフ全員で

中山川河川敷の草刈をして準備。利益の一部は愛媛県

共同募金会へ寄付されています。また、毎回地元の老

人クラブを招待し、交流を深めています。

　吉田橋を屋根とし、河川敷に畳が敷かれ、風雨の少

し強い時にはブルーシートを張って雨除けにと、おも

てなしの心が感じられ、安

心して「いもたき」を楽し

むことができます。

　駐車場も完備。秋の夜長

に月を見ながら、ご家族や

ご友人と鍋を囲ってだんら

んするのも一興です。

　もう夜風が冷たい季節と

なってしまいましたが毎年

８月末くらいから10月の始

め頃までの期間、開催され

ています。秋の行楽にぜひ

どうぞ。

ビタミンＣが多く含まれる７月から８月にかけて摘み

取り、成分が失われないようすぐに加工します。お茶

に適した葉の収穫時期が限られている上に全て手作業

で大量生産ができないため、数に限りがあります。

　出来上がったお茶を飲んだ方からは、「飲みやすく

て健康効果が期待できそ

う」と好評でリピーター

が増えています。

　また、飲みやすいため

子どもたちにも人気があ

ります。

　新たな特産品の柿の葉

茶、皆さんもぜひ、お試

しください。

ビタミンたっぷり柿の葉茶
～柿の葉を使った特産品～

　西条特産の柿の葉を使った柿の葉茶が、地元の産直

市などで販売されています。

　この柿の葉茶を作っているのは、西条市生活研究協

　　　　　　　　　　　　　議会小松支部かれんグル

　　　　　　　　　　　　　ープ９人の皆さんです。

　　　　　　　　　　　　　地元の特産品である柿で

　　　　　　　　　　　　　何かを作りたいと平成14

　　　　　　　　　　　　　年頃から試行錯誤を繰り

　　　　　　　　　　　　　返し、平成20年に柿の葉

　　　　　　　　　　　　　茶が完成しました。

　　　　　　　　　　　　　　　柿の葉茶は、柿の葉に

菊作り人口を増やし、菊花展を盛り上げよう！
～老人クラブの菊作り教室～

　毎年秋に丹原地区で市老人クラブ連合会が開催して

いる菊花展の出展数が年々減少してきたため、同連合

会では今年４月から丹原高校園芸科学科の先生と生徒

の皆さんを講師に、同校の農場で菊作り教室を月１回

　　　　　　　　　　　　　開催しています。

　　　　　　　　　　　　　　老人クラブの有志20人

　　　　　　　　　　　　　が参加し、土づくりから

　　　　　　　　　　　　　始めて、懸崖菊（けんが

　　　　　　　　　　　　　いぎく）・大輪菊・ロケ

　　　　　　　　　　　　　ット菊・福助菊、さらに

　　　　　　　　　　　　　大懸崖菊にも挑戦してい

中山川いもたきポスター

高校生が講師です 参加者も熱心に手入れしています

１枚１枚丁寧に洗浄

【柿の葉茶の問い合わせ】

　かれんグループ（玉井さん）

　TEL090－4970－5266

良い菊は上質な土づくりから
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